
冬春どり促成いちごの栽培法
南者F分場

1、背景とねらい

秋冬期温暖な気象条件を活用し,女 略を利用した促成栽培が県南部ぅ沿岸部
を中心に導入されてきている。

この作型は,需 要の多い12月収穫開始をねらつているが,現 状では 1月上,
中旬からの収穫開始となる例が多い。

また,冬 JUl間の栽増も寒きの厳しい年には品質,収 量とも変動が大きく,収
益性が不安定となっている。                           |

そこで,冬 春どり促成作型の安定化技術について検討してきたところ,成 果    |
が得られたので参考に供する。

2、技術の内容

(1)品 樋は女峰とする。

(2)12月 収穫のための花芽分化処理法としては,夜 冷短日処理が最適であ

る。

夜冷短日施設がない場合は,山 上げ遮光 (標高670～900m)ま たは短

日処理 (アルミ蒸着フイルム利用)と する。

処理開始時期は8月上旬とする。

(3)上 記の花芽分化処理には,ラ ンナーを早期に発生させ,早 期仮植によ

る大首使用が前提である。

ランナーの早期発生,増 殖のためには,3月 上旬から5月下旬までハウ

スまたは有効ポリトンネルによる保温を行う。

仮植時期は6月下旬から7月上旬とする。

(4)適 応地域  県 南部,県 中南部沿岸

3、指導上の留意事項

(1)定植は頂花房分化後の9月上旬に行う。

(2)保温開始はえき花房の分化後とする。

(3)12月収穫開始のためには,生 育促進期の温度管理が重要であり,保 温に

より日中30℃,夜 12℃を保つ。

(4)ポット育首を基本とする。

仮植するポットの大きさは10.5～12cm程度とする。
また,施肥量はポット当り基肥+追肥を成分で0.1～0。2gとする。
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4、 当該事=Кにかかる研究課題名

促成いちごの年内収穫開始作型

5、参考文献,資 料  省 略

6、試験成績の概要

1)花芽分化促進処理法

表1 収 ま調査 (20株)
(6 3年度)

2)ランナーの増殖法

表2 葉 数別子株数景 (元年7月20日)

3)仮植時期

表 3 収 批謝奇 (20株 )
( 6 3年度)
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